
井い
の

上う
え 
博ひ

ろ
む

阪
南
大
学
学
長

　

阪
南
大
学
の
井
上
博
学
長
は
、
２
０
１

５
年
４
月
に
就
任
し
た
。

　

井
上
学
長
は
１
９
６
１
年
生
ま
れ
。
１

９
８
５
年
立
命
館
大
学
経
済
学
部
経
済
学

科
卒
業
、
１
９
８
８
年
京
都
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
１
９
９

１
年
同
大
学
大
学
院
同
研
究
科
博
士
後
期

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

　

１
９
９
１
年
福
島
大
学
経
済
学
部
助
教

授
就
任
。
２
０
０
３
年
か
ら
阪
南
大
学
流

通
学
部
教
授
兼
大
学
院
企
業
情
報
研
究
科

教
授
。
２
０
０
９
年
４
月
か
ら
１
年
間
、

阪
南
大
学
国
外
研
究
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン・

サ
ウ
ス
バ
ン
ク
大
学
客
員
教
授
に
就
任
。

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
２
０
１
３
年
３
月

ま
で
阪
南
大
学
流
通
学
部
長
。

　

専
門
は
国
際
経
済
学
で
、
主
に
ア
メ
リ

カ
経
済
と
多
国
籍
企
業
を
研
究
。
日
本
国

際
経
済
学
会
に
所
属
し
、
２
０
１
４
年
10

月
か
ら
同
学
会
理
事
。
ほ
か
に
日
本
流
通

学
会
、
多
国
籍
企
業
学
会
、
経
済
理
論
学

会
に
所
属
し
て
い
る
。

　

主
要
業
績
は
編
著
『
ア
メ
リ
カ
経
済
の

新
展
開
』（
同
文
舘
）、
監
訳
、
Ｇ・

イ
エ
ッ

ト
ギ
リ
エ
ス
著
『
多
国
籍
企
業
と
国
際
生

産
』（
同
文
舘
）
な
ど
多
数
。

　

井
上
学
長
は
、
実
学
重
視
の
教
育
に
よ

り
、
即
戦
力
と
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
学
生
に
よ
る
主
体
的
、
能
動
的
学
修

で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
す

べ
て
の
授
業
で
採
用
で
き
る
よ
う
、
授
業

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
教
職

員
と
の
対
話
を
重
視
し
、
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
大
学
改
革
を
進
め
て
い
る
。

長な
が

澤さ
わ 

忠た
だ

徳の
り

武
蔵
野
美
術
大
学
学
長

　

甲
田
洋
二
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
長
澤
忠
徳
教
授
が
学
長
に

就
任
し
た
。

　

長
澤
新
学
長
は
１
９
５
３
年
富
山
県
生

ま
れ
。
１
９
７
８
年
本
学
造
形
学
部
基
礎

デ
ザ
イ
ン
学
科
卒
業
後
、
渡
英
。
ロ
イ
ヤ

ル・

カ
レ
ッ
ジ・

オ
ブ・

ア
ー
ト
大
学
院

修
士
課
程
を
修
了
。
１
９
８
１
年
帰
国
後
、

事
務
所
を
開
設
。
１
９
９
９
年
本
学
造
形

学
部
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
教
授
に
就
任
後
、

国
際
部
長
、
学
長
補
佐
、
企
画
部
長
、
評

議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　

専
門
分
野
は
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

デ
ザ
イ
ン
評
論
、
デ
ザ
イ
ン
教
育
、
デ
ザ

イ
ン
戦
略
立
案
な
ど
。
地
域
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
手
掛

け
て
い
る
。
主
な
著
書
は
『
イ
ン
タ
ン
ジ

ブ
ル・

イ
ラ
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
）、『
新
版

現
代
デ
ザ
イ
ン
事
典
』（
平
凡
社
）、『
広
報

紙
面
デ
ザ
イ
ン
技
法
講
座
』（
日
本
広
報
協

会
）
な
ど
。

　

本
学
は
、
２
０
１
２
年
に
文
部
科
学
省

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
（
現・

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
等
事
業

―

経
済
社
会
の
発
展
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
支
援
）」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
芸
術
系
大
学
の
モ
デ
ル
と
な
る

べ
く
、
日
本
の
芸
術
文
化
や
デ
ザ
イ
ン
、

作
品
に
つ
い
て
自
ら
の
言
葉
で
海
外
に
向

け
発
信
で
き
る
人
材
育
成
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

新
学
長
も
、
自
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
、

国
際
交
流
の
推
進
や
海
外
提
携
大
学
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
精
力
的
に
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

新
会
員
代
表
者
紹
介
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野の

尻じ
り 

俊と
し

明あ
き流

通
経
済
大
学
学
長

　

流
通
経
済
大
学
は
、
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
４
月
１
日
付
け
で
野
尻
俊
明
法

学
部
教
授
が
第
６
代
学
長
に
就
任
し
た
。

新
学
長
は
、
第
４
代
学
長
（
２
０
０
２
年

11
月
～
２
０
０
８
年
11
月
）
も
務
め
て
い

る
の
で
、
２
度
目
の
就
任
に
な
る
。

　

１
９
５
０
年
生
ま
れ
で
栃
木
県
出
身
。

１
９
７
３
年
に
流
通
経
済
大
学
経
済
学
部

卒
業
、
１
９
７
９
年
に
日
本
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
修
了
し
た
。

専
攻
は
経
済
法
、
物
流
関
係
法
で
日
本
経

済
法
学
会
、
日
本
物
流
学
会
な
ど
に
所
属
。

　

１
９
７
９
年
か
ら
10
年
間
、
㈱
日
通
総

合
研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
勤
務
し
た
後
、

１
９
８
９
年
に
母
校
流
通
経
済
大
学
社
会

学
部
助
教
授
と
な
り
、
１
９
９
４
年
教
授

に
昇
格
、
そ
の
後
法
学
部
に
移
籍
。
こ
の

間
、
１
９
９
５
年
か
ら
法
人
理
事
、
２
０

１
３
年
か
ら
専
務
理
事
を
歴
任
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
の
実
情
と
法
制
に
詳
し
い

経
済
法
学
者
と
し
て
、
国
土
交
通
省
「
交

通
政
策
審
議
会
」、
金
融
庁
「
自
動
車
損
害

賠
償
保
険
審
議
会
」
な
ど
、
国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
の
多
く
の
委
員
に
就
任
。
２

０
０
２
年
か
ら
は
「
東
京
新
大
学
野
球
連

盟
」
会
長
も
務
め
て
い
る
。

　

主
な
著
書
は
『
規
制
改
革
と
競
争
政

策
』、『
流
通
関
係
法
』（
い
ず
れ
も
白
桃
書

房
刊
）、『
貨
物
自
動
車
政
策
の
変
遷
』（
流

通
経
済
大
学
出
版
会
刊
）
な
ど
。

　

新
学
長
は
、
創
設
の
理
念
の
一
つ
で
あ

る
産
学
協
調
型
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
経
歴

を
有
し
、
校
友
学
長
と
し
て
、
50
周
年
を

迎
え
た
流
通
経
済
大
学
の
今
後
の
舵
取
り

役
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

清し

水み
ず 

正ま
さ

之ゆ
き

聖
学
院
大
学
学
長

　

姜
尚
中
前
学
長
を
継
ぎ
、
４
月
１
日
付

で
学
長
に
就
任
し
た
。

　

１
９
４
７
年
横
浜
市
生
ま
れ
。
１
９
７

１
年
東
京
大
学
文
学
部
倫
理
学
科
卒
業
、

１
９
７
４
年
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
、
１
９
７
７
年
同
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。

　

１
９
８
３
年
三
重
大
学
人
文
学
部
助
教

授
就
任
、
１
９
９
０
年
三
重
大
学
人
文
学

部
教
授
。
１
９
９
５
年
東
京
理
科
大
学
工

学
部
教
授
。
２
０
０
８
年
聖
学
院
大
学
人

文
学
部
教
授
就
任
。
こ
の
間
、
放
送
大
学

客
員
教
授
（
２
０
０
７
～
２
０
１
３
）。
博

士（
人
文
科
学
）、
日
本
倫
理
学
会
評
議
員
。

　

聖
学
院
大
学
で
は
人
文
学
部
長
、
ア
メ

リ
カ・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
学
研
究
科
長
、

副
学
長
。
専
門
は
倫
理
学・

日
本
倫
理
思

想
史
。
倫
理
学
的
営
み
の
豊
富
化
の
た
め

に
、
前
近
代
の
思
想
と
近
代
の
哲
学
倫
理

学
と
を
思
想
史
的
連
関
の
な
か
で
把
握
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
単
著
『
日
本

思
想
全
史
』（
ち
く
ま
新
書
）、『
国
学
の
他

者
像

―
誠
実
と
虚
偽
』（
ぺ
り
か
ん
社
）、

共
編
著
『
甦
る
和
辻
哲
郎
』（
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
）。
共
著
『
岩
波
講
座
「
日
本
の
思
想
」』

第
四
巻
。
共
訳
『
徳
川
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

（
ぺ
り
か
ん
社
）
な
ど
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト・

キ
リ
ス
ト
教
に
よ

る
人
格
教
育
を
基
本
理
念
と
す
る
聖
学
院

大
学
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
普

遍
的
理
念
に
関
わ
る
学
問
研
究
教
育
を
維

持
し
つ
つ
、
地
域
や
社
会
の
実
践
的
な
現

場
感
覚
を
身
に
付
け
た
新
た
な
時
代
の

「
良
き
隣
人
」
た
る
こ
と
を
教
育
目
標
の
一

つ
に
掲
げ
て
い
る
。
入
学
前
の
準
備
教
育

か
ら
卒
業
、
そ
し
て
卒
業
後
の
自
主
的
な

生
涯
学
習
の
姿
勢
ま
で
、
一
貫
し
た
教
育

を
め
ざ
し
て
改
革
を
進
め
て
い
く
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

新
会
員
代
表
者
紹
介
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安や
す

村む
ら 

仁ひ
と

志し

中
京
大
学
学
長

　

北
川
薫
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
第
八
代
学
長
に
就
任
し
た
。

任
期
は
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
４

年
間
。

　

安
村
学
長
は
１
９
４
７
年
京
都
市
生
ま

れ
。
１
９
７
４
年
大
阪
外
国
語
大
学
大
学

院
外
国
語
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
中

京
大
学
教
養
部
講
師
に
着
任
。
助
教
授
、

教
授
、
教
養
部
長
、
社
会
科
学
研
究
所
長
、

図
書
館
長
を
歴
任
し
、
２
０
１
０
年
か
ら

副
学
長
を
務
め
た
。
国
際
教
養
学
部
教
授
。

専
攻
は
ロ
シ
ア
正
教
会
史
、
東
方
正
教
会

神
学
。
ロ
シ
ア
文
学
会
、
ト
ル
ス
ト
イ
協

会
、
ス
ラ
ヴ
東
欧
学
会
な
ど
に
所
属
。『
ロ

シ
ア
世
界
』（
共
著
、
世
界
思
想
社
）、『
正

教
に
お
け
る
《
聖
伝
》
に
つ
い
て
』（
中
京

大
学
教
養
論
叢
19
）、『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ

の
全
日
記
』（
共
訳
、
教
文
館
、
２
０
０
７

年
度
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
受
賞
）
な
ど

著
書・

論
文
多
数
。

　
「
学
生
と
の
人
格
的
交
わ
り
を
大
切
に
し

た
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
大
学
教
員
を
続
け

て
き
た
の
で
、
学
長
就
任
に
当
た
り
「
大

学
は
、
こ
の
先
の
時
代
を
創
り
あ
げ
て
い

く
学
生
が
主
人
公
」
と
方
針
を
明
快
に
示

し
た
。

　
「
何
を
す
る
か
（W

hat to do

）」「
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
（H

ow
 to do

）」、

「
ど
の
よ
う
に
力
を
合
わ
せ
て
い
く
か

（W
ith w

hom
 to do

）」
を
見
極
め
、
教

員・

学
生・

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

「
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
（D

o our best

）」
学

び
舎
で
あ
り
た
い
、
学
生
に
は
講
義
に
〝
耳

を
傾
け
〟、
ゼ
ミ
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自

ら
〝
考
え
、
行
動
す
る
〟
能
動
的
な
学
生

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
、
大
学
は
そ
れ
を

全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
と
し
て
い
る
。

川か
わ

名な 
明あ

き

夫お

拓
殖
大
学
学
長

　

髙
橋
敏
夫
前
学
長
の
後
任
と
し
て
、
４

月
１
日
付
け
で
拓
殖
大
学
学
長
、
拓
殖
大

学
大
学
院
長
に
就
任
し
た
。

　

川
名
新
学
長
は
１
９
４
６
年
東
京
都
生

ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部
を
卒
業
後
、
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
に
入
学
、

１
９
７
１
年
に
同
工
学
系
研
究
科
修
士
課

程
を
修
了
。
工
学
博
士
（
東
京
大
学
）。

　

１
９
７
１
年
、
日
本
電
信
電
話
公
社

（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
入
社
。
英
国
サ
ザ
ン
プ
ト

ン
大
学
客
員
研
究
員
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
基
礎
研
究

所
「
川
名
研
究
グ
ル
ー
プ
」
リ
ー
ダ
ー
な

ど
を
経
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
拓
殖
大
学

教
授
。
工
学
研
究
科
委
員
長
、
工
学
部
長

を
歴
任
し
、
２
０
１
１
年
に
副
学
長
に
就

任
し
た
。

　

専
門
は
幅
広
く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
研
究
所
で

は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
関
す
る
基
礎
研
究
に

従
事
し
、
そ
の
後
は
バ
イ
オ
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
を
進
め

て
き
た
。主
な
著
書
に『N

anofabrication 
and Biosystem

』（
共
著
）、『N

eural 
Circuits and N

etw
orks

』（
共
著
）、『
シ

ス
テ
ム
と
し
て
の
脳
』（
共
著
）、『
電
子
物

性・

材
料
の
事
典
』（
共
編
）
な
ど
が
あ
る
。

　

拓
殖
大
学
は
本
年
３
月
に
「
拓
殖
大
学

ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
」
の
中
核
と
な
る
文
京

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
事
業
が
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
創
立
１
２
０
周
年
に
あ
た
る
２

０
２
０
年
に
向
か
っ
て
「
拓
殖
大
学
教
育

ル
ネ
サ
ン
ス　

２
０
２
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
組
織
し
、
全
学
的
な
教
育
改
革
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
現
に
新
学
長
の
手
腕
が
期
待
さ

れ
る
。

新
学
長
紹
介

新
会
員
代
表
者
紹
介
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鎌か
ま
田た

　
薫か

お
る

早
稲
田
大
学
総
長・

本
連
盟
副
会
長
。
’75

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
民
法
専
攻
。
教
育
再
生
実
行
会
議
座
長
。

主
著
『
民
法
ノ
ー
ト・

物
権
法
①
』
ほ
か
。

赤あ
か

井い

益ま
す

久ひ
さ

國
學
院
大
學
学
長
。
’83
國
學
院
大
學
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
中
国
文
学・

中

国
文
学
史
専
攻
。
副
学
長
な
ど
を
経
て
現
職
。
主
著

『
中
唐
文
人
之
文
芸
及
其
世
界
』
ほ
か
。

湊み
な
と　

晶あ
き

子こ

広
島
女
学
院
大
学
学
長
。
東
京
女
子
大

学
文
学
部
卒
。
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
ホ
イ
ー

ト
ン
大
学
大
学
院
に
留
学
。
’10
瑞
宝
中
綬
章
受
章
。

東
京
女
子
大
学
学
長
を
経
て
、
’14
よ
り
現
職
。

清し

水み
ず

　
潔き

よ
し

皇
學
館
大
学
学
長
。
’73
皇
學
館
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
修
了
。
博
士
（
法
律
学
）。
同
大
神

道
研
究
所
所
長
、
史
料
編
纂
所
所
長
、
学
生
部
長
、

文
学
部
長
を
経
て
、
’11
よ
り
現
職
。

棟む
な

方か
た

信の
ぶ

彦ひ
こ

松
山
東
雲
女
子
大
学
学
長
。
’72
同
志
社

大
学
文
学
部
卒
、
’84
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管

理
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
熊
本
県
立
大
学
准
教
授
、

教
授
を
経
て
、
’12
よ
り
現
職
。

榊さ
か
き　
裕ひ

ろ

之ゆ
き

豊
田
工
業
大
学
学
長
。
’73
東
京
大
学
博

士
課
程
（
電
子
工
学
）
修
了
。
’05
学
士
院
賞
、
’08
文

化
功
労
者
。
東
京
大
学
教
授
、
豊
田
工
業
大
学
副
学

長
を
経
て
、
’10
よ
り
現
職
。

芹せ
り

澤ざ
わ

　
剛た

け
し

園
田
学
園
女
子
大
学
人
間
教
育
学
部
教

授
。
’90
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
修
了
。
園
田
学
園
女
子
大
学
専
任
講
師
、
准

教
授
を
経
て
、
’10
よ
り
現
職
。

岡お
か

田だ

　
努つ

と
む

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
人
文
学
類
教

授
。
’91
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
満
期
退
学
。
新
潟
大
学
、
立
教
大
学
助
教

授
を
経
て
、
’08
よ
り
現
職
。

小お

幡ば
た

富ふ

志じ

男お

上
智
大
学
学
生
局
長
。
’80
上
智
大
学

文
学
部
社
会
学
科
卒
。

阿あ

藤と
う

正ま
さ

道み
ち

専
修
大
学
商
学
部
教
授
。
’86
名
古
屋
大

学
大
学
院
理
学
研
究
科
化
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
単

位
取
得
、
地
学
博
士
。
’10
よ
り
専
修
大
学
学
生
部
長
。

西に
し

村む
ら

公き
み

雄お

同
志
社
女
子
大
学
学
生
部
長
、
生
活
科

学
部
教
授
。
’83
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
農
学
博
士
。
専
門
は
食

品
加
工
学
、
食
品
科
学
。
’13
よ
り
現
職
。

長な
が

岡お
か

　
功い

さ
お

順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
。
’83
順
天
堂

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
医

学
）。
’08
～
’14
同
大
学
学
生
部
長
。
’15
学
生
部
相
談

役
。
生
体
防
御
学
専
攻
。

松ま
つ

本も
と

　
顕あ

き
ら

順
天
堂
大
学
医
学
部
准
教
授
。
山
口
大

学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
博
士
（
理

学
）。
生
物
学
専
攻
。
’09
よ
り
現
職
。
’14
～
’15
学
生
寮

寮
監
。

大お
お

澤さ
わ

貫か
ん

寿じ
ゅ

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
理
事
長
。
東

京
農
業
大
学
農
学
部
卒
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
博
士
研
究
員
、
東
京
農
業
大
学
教
授
な
ど

を
経
て
、
’04
よ
り
同
大
学
学
長
。
’11
よ
り
現
職
。

松ま
つ

本も
と

亮り
ょ
う

三ぞ
う

東
海
大
学
観
光
学
部
長
。
本
連
盟
教
育

研
究
委
員
会
委
員
長
。
’77
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学

研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
専
門
は
観
光
人
類
学
、
文

明
学
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
史
学
。

大お
お

多た

和わ

直な
お

樹き

帝
京
大
学
教
育
学
部
准
教
授
。
’97
東

京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
専

門
は
教
育
社
会
学
。
東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
科
助
教
な
ど
を
経
て
、
’14
よ
り
現
職
。

安あ
ん

藏ぞ
う

伸し
ん

治じ

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校・

中
学

校
校
長
。
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
。
’85
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
（Ph.D

.

）。
人
口
学
専
攻
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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荻お
ぎ

原わ
ら

哲て
つ

哉や

愛
知
県
教
育
委
員
会
高
等
学
校
教
育

課
長
。

服は
っ

部と
り

俊と
し

之ゆ
き

愛
知
県
立
旭
丘
高
等
学
校
教
頭
。
’87
愛

知
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

理
科
教
育
専
攻
。
県
立
学
校
教
諭
、
教
務
主
任
を
経

て
、
’09
よ
り
現
職
。

高た
か

須す

勝か
つ

行ゆ
き

名
城
大
学
附
属
高
等
学
校
長
。
’76
東
京

教
育
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
。
愛
知
県
立
高
校
を
定

年
退
職
後
、
’13
よ
り
現
職
。

丹た
ん

下げ

容よ
う

子こ

愛
知
県
立
岩
倉
総
合
高
等
学
校
長
。
’80

名
古
屋
大
学
文
学
部
卒
。
’01
同
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
課
程
満
期
退
学
。
言
語
学
専
攻
。
’14
よ
り
現
職
。

佐さ

藤と
う

元も
と

彦ひ
こ

愛
知
大
学
理
事
長・

学
長
。
’89
広
島
大

学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
国
際
開
発
論
。
愛
知
大
学
経
済
学
部
教
授
、
学

部
長
を
経
て
、
’80
よ
り
現
職
。

近こ
ん

藤ど
う

武た
け

夫お

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

准
教
授
。
博
士
（
心
理
学
）。
広
島
大
学
教
育
学
部
助

教
，
米
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
計
算
機
科
学
工
学
部
客
員

研
究
員
を
経
て
現
職
。

中な
か

山や
ま

　
映え

い

上
智
大
学
学
事
局
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推

進
室
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
。
本
連
盟
国
際
連
携
委
員
会

委
員
。
上
智
大
学
外
国
語
学
部
卒
。
在
パ
ナ
マ
大
使

館
な
ど
を
経
て
、
上
智
大
学
入
職
。
’11
よ
り
現
職
。

田た

平び
ら

陽よ
う

子こ

久
留
米
大
学
医
学
部
解
剖
学
講
座
助

教
。
’12
久
留
米
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
博
士
（
医
学
）。
理
学
療
法
士
。
専
門
学
校
教

員
を
経
て
、
’12
よ
り
現
職
。

吉よ
し

田だ

修し
ゅ
う

作さ
く

福
岡
女
学
院
大
学
教
授
。
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
文
学
博
士
。
日
本
古
代

文
学
専
攻
。
’14
ま
で
福
岡
女
学
院
大
学
人
文
学
部
長
。

主
著
『
古
代
文
学
表
現
論
』
な
ど
。

平ひ
ら

澤さ
わ

典の
り

男お

青
山
学
院
大
学
地
球
社
会
共
生
学
部

長
。
’78
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
経
済
学
専
攻
。
青
山
学
院
大
学
経
済
学
部
長
、

副
学
長
を
経
て
、
’15
よ
り
現
職
。

岡お
か

山や
ま

寧や
す

子こ

同
志
社
女
子
大
学
看
護
学
部
長
。
’77
聖

路
加
看
護
大
学
（
現 
聖
路
加
国
際
大
学
）
卒
。
医
学

博
士
。
京
都
府
立
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
教
授

を
経
て
、
’15
よ
り
現
職
。
専
門
は
高
齢
者
看
護
学
。

服は
っ

部と
り

圭け
い

郎ろ
う

明
治
学
院
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
教

授
。
’88
東
京
大
学
工
学
部
卒
、
’96
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
部
大
学
院
卒
。

専
門
は
都
市
計
画
な
ど
。

境さ
か
い　
新し

ん

一い
ち

成
城
大
学
経
済
学
部
教
授
。
’97
横
浜
国

立
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
修
了
。
経
営
学
専

攻
。
’07
よ
り
現
職
。
主
著
『
現
代
企
業
論
』『
ア
グ

リ・

ベ
ン
チ
ャ
ー
』
ほ
か
。

泉い
ず
み　

正ま
さ

樹き

東
北
学
院
大
学
経
済
学
部
准
教
授
。
’07

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

経
済
学
専
攻
。
東
北
学
院
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
員
。

菊き
く
永な

が
英え

里り

青
山
学
院
大
学
文
学
部
英
米
文
学
科
卒
。

ピ
ア
ス
の
紛
失
を
き
っ
か
け
に
ロ
ッ
ク
式
ピ
ア
ス

キ
ャ
ッ
チ
を
開
発
。
特
許
を
取
得
し
、
’07
に
会
社
を

設
立
。
’08
の
発
売
以
来
20
万
ペ
ア
を
売
り
上
げ
る
。
’14

に
は
第
13
回
女
性
起
業
家
大
賞
グ
ロ
ー
ス
部
門
奨
励

賞
を
受
賞
。
二
人
の
お
子
さ
ま
を
育
て
な
が
ら
岡
山

と
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
で
活
躍
中
。

山や
ま

岡お
か

三み
つ

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
３
月
１
日 

大
学
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
５
「
社
会
の
要
請
に
応
え
て

進
化
す
る
大
学
の
教
育
と
人
材
育
成
」

に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席

●
３
月
12
日 

平
成
28
年
度
私
立
大
学
関
係
政
府
予
算

に
向
け
関
係
国
会
議
員
に
要
望

　

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い

て
検
討
さ
れ
る
「
経
済
再
生
と
財
政
健

全
化
を
両
立
す
る
計
画
」
の
策
定
に
当

た
り
、
私
立
大
学
が
有
す
る
公
の
性
質

お
よ
び
高
等
教
育
に
お
い
て
果
た
す
重

要
な
役
割
に
鑑
み
、
そ
の
自
主
性
と
多

様
性
を
担
保
し
つ
つ
、
各
私
立
大
学
が

取
り
組
む
大
学
改
革
に
対
し
て
一
層
の

支
援
の
拡
充
に
向
け
た
計
画
と
な
る
よ

う
、
特
に
以
下
の
事
項
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

１ 　

私
立
大
学
に
健
全
な
発
展
と
基

盤
的
経
費
の
確
実
な
措
置・

拡
充

２ 　

学
生
の
生
命
を
守
る
た
め
の
安

心・

安
全
な
教
育
研
究
環
境
の 

実
現

平
成
27
年
春
の
叙
勲

�

（
連
盟
事
業
関
係
者
）

瑞
宝
重
光
章

　

松
尾　

友
矩
（ 

東
洋
大
学
名
誉
教
授・

元
学
長
）

瑞
宝
中
綬
章

　

伊
藤　
　

進
（ 

明
治
大
学
名
誉
教
授
）

　

別
府　

惠
子
（ 

神
戸
女
学
院
大
学
名
誉

教
授・

元
松
山
東
雲
女

子
大
学
学
長
）

　

村
上
陽
一
郎
（ 

東
洋
英
和
女
学
院
大
学

名
誉
教
授・

元
学
長
）

　

渡
部　

曻
一
（ 

上
智
大
学
名
誉
教
授
）

開
催
報
告

◉
平
成
27
年
３
月
５
日
㈭・
６
日
㈮

平
成
26
年
度
「
学
生
支
援
研
究
会
議
」

開
催

　

私
大
連
盟
学
生
委
員
会
で
は
、「
社
会

変
化
と
学
生
支
援
～
ネ
ッ
ト
社
会
の
拡

大
の
中
で
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
京
都

東
急
ホ
テ
ル
（
京
都
市
）
に
て
、
平
成

26
年
度
学
生
支
援
研
究
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

学
生
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
存

在
は
、
そ
の
変
化
を
語
る
う
え
で
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
社
会

の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
に
メ
リ
ッ
ト
に

転
換
し
な
が
ら
、
新
時
代
を
生
き
る
学

生
を
支
援
す
べ
き
か
、
そ
の
方
途
に
つ

い
て
、
五
つ
の
分
野
（
１
：
学
生
実
態

と
学
生
支
援
の
視
点
、
２
：
キ
ャ
リ
ア

形
成・ 

就
職
活
動
支
援
の
視
点
、
３
：

経
済
支
援
の
視
点
、
４
：
課
外
活
動
支

援
の
視
点
、
５
：
学
生
相
談
の
視
点
）

か
ら
検
討・

共
有
す
べ
く
開
催
し
、45
の

加
盟
大
学
よ
り
96
人
の
教
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
１
日
目
は
五
つ
の
分
野
か

ら
の
問
題
提
起
発
表
の
後
、11
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い

ま
し
た
。
２
日
目
は
午
前
中
に
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
っ
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
で

の
討
議
内
容
を
全
体
共
有
し
ま
し
た
。

◉
平
成
27
年
３
月
11
日
㈬

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会

（
第
二
回
）」
開
催

　

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
（
第

２
回
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
94
の
加
盟
大
学
か
ら
２
５

４
人
の
教
職
員
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
で
は
、
全
体
会
場
に
お

い
て
「
平
成
27
年
度
私
立
大
学
関
係
政

府
予
算
案
」
お
よ
び
「
平
成
27
年
度
国

公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
再
生

の
戦
略
的
推
進
に
関
す
る
政
府
予
算
案
」

に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
担
当
者
に
よ

る
報
告・

説
明
を
受
け
、
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
個
別
質
問
を
希
望
す
る
加

盟
大
学
に
向
け
て
質
問
ブ
ー
ス
を
設
け

ま
し
た
。
多
数
の
参
加
者
の
質
問
に
対

し
、
文
部
科
学
省
担
当
者
に
よ
る
詳
細

な
説
明
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
動
き
平
成
27
年

3
月
▼
４
月

質問ブースで質疑応答をする
加盟大学参加者と文部科学省
担当者　　　　　　　　　　

連盟ニュース
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新
入
生
へ
の
大
学
の
サ
ポ
ー
ト

の
う
ち
、
特
に
対
人
関
係
の
サ

ポ
ー
ト
を
「
ト
モ
ダ
チ
作
り
」
と

し
て
金
沢
大
学
の
岡
田
先
生
と
ほ

か
４
大
学
か
ら
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　

各
大
学
か
ら
は
宿
泊
セ
ミ
ナ
ー

や
キ
ャ
ン
プ
、
教
育
寮
で
の
共
同

生
活
、
特
定
の
先
輩
と
の
交
友
関

係
の
構
築
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
順
天
堂
大

学
の
事
例
に
あ
る
と
お
り
、
①
共

通
の
目
標
や
課
題
達
成
の
過
程
で

自
然
に
人
間
関
係
を
築
く
し
く
み

で
あ
る
こ
と　

②
学
生
の
自
主
性

を
尊
重
す
る
こ
と　

③
新
入
生
同

士
だ
け
で
な
く
、
教
職
員・

先
輩

も
含
め
た
交
流
の
中
で
培
っ
て
い

く
こ
と　

の
３
つ
に
集
約
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

　

大
学
と
し
て
学
生
の
交
友
関
係

を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
る
の
は
、
好

ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
初
期
に
お
い
て
は
、
手
を

添
え
て
温
か
く
見
守
る
場
を
提
供

す
る
こ
と
は
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

新
入
生
の
成
長
だ
け
で
は
な
く
、

上
級
生・

教
職
員
も
成
長
す
る
機

会
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委

員・

神
戸
女
学
院
大
学
図
書
館
課

長
補
佐 

宇
高 

泰
輔
）

　
「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

は
、
今
の
と
こ
ろ
は
大
き
な
方
向

性
が
示
さ
れ
た
状
態
で
あ
り
、
個

別
の
議
論
は
こ
れ
か
ら
で
あ
っ
た

り
、
現
在
進
行
形
で
あ
る
た
め
、

具
体
策
の
最
終
形
が
見
え
て
く
る

の
は
も
う
少
し
先
の
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
「
プ
ラ
ン
」

が
画
期
的
な
の
は
、
行
う
べ
き
改

革
を
、
期
限
を
決
め
て
実
施
し
よ

う
と
し
、
ま
た
、
高
校
教
育・

大

学
入
試・

大
学
教
育
を
個
別
に
改

革
す
る
の
で
は
な
く
、
有
機
的
に

連
携
し
な
が
ら
、
一
体
の
も
の
と

し
て
議
論
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
に

は
無
か
っ
た
手
法
で
あ
る
。

　

た
だ
、
改
革
の
影
響
を
最
も
受

け
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
高
等
学
校

や
大
学
へ
進
む
子
ど
も
た
ち
で
あ

る
。
や
っ
て
み
た
け
れ
ど
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
か
ら
も
う
一
度
、

な
ど
と
や
り
直
し
が
許
さ
れ
る
類

い
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
関

係
者
は
ま
ず
念
頭
に
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

設
置
形
態
を
問
わ
ず
、
全
て
の

大
学
が
当
事
者
と
な
る
改
革
で
あ

る
。
大
改
革
は
こ
れ
が
最
後
と
言

え
る
よ
う
、
私
立
大
学
も
将
来
を

見
据
え
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
広
報・

情
報

部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

上
智
大
学
学
術
情
報
局
長 

大
日

方 

聖
信
）

　

特
集
を
拝
読
し
て
、
生
ま
れ

育
っ
た
町
、
家
族
や
親
し
い
友
人

た
ち
と
遠
く
離
れ
て
一
人
で
生
活

し
た
大
学
１
年
生
の
頃
の
記
憶
が

甦
っ
た
。〝
ぼ
っ
ち
〟
を
経
験
し
た

の
は
入
学
ま
で
の
半
月
間
だ
け

だ
っ
た
が
、
家
族
や
友
達
が
い
る

こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
実
感

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
学
で
ト
モ
ダ
チ
作
り
支
援
？

と
後
ろ
向
き
に
思
わ
れ
る
方
も
い

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
学
で
得

ら
れ
る
友
人
は
生
涯
に
つ
な
が
る

も
の
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
、
リ
ア

ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
積

極
的
で
は
な
い
世
代
に
と
っ
て
は
、

必
要
な
場
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

菊
永
英
里
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な

に
主
体
性
が
高
い
の
で
す
か
？
」

と
、
思
わ
ず
質
問
し
て
し
ま
う
く

ら
い
、
自
ら
の
意
志
で
考
え
、
行

動
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
溢
れ
て

い
た
。
い
か
に
し
て
学
生
の
主
体

的
な
学
び
を
実
現
さ
せ
る
か
が
教

育
関
係
者
の
関
心
事
で
あ
る
今
日
、

ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
１
号

の
誌
面
は
い
か
が
だ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
よ
り
わ

か
り
や
す
く
、
よ
り
読
み
や
す
く

を
心
が
け
て
編
集
し
た
本
誌
が
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
読
み
い
た

だ
け
た
ら
、
こ
の
う
え
な
い
幸
せ

で
あ
る
。（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事

務
局 

春
名 

貴
明
）

次号
（7月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「戦後70年、私大の歴史を振り返る（仮題）」
特　集	「大学のユニバーサル化、何が変わったか（仮題）」
小特集	「日本全体に活力を生み出す私立大学の地方創生（仮題）」
表紙 ・大学点描 京都産業大学　　だいがくのたから 和光大学
クローズアップインタビュー：
	 「茂木友三郎さん（キッコーマン株式会社取締役名誉会長）」

編
集
後
記



1562015.5　大学時報



2015
5月号

小　林　直　毅（法政大学社会学部教授）
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宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
高　野　和　子（明治大学文学部教授）
高　見　　　勲（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
木　村　健　太（立教大学図書館学術資料課）
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芹　澤　　　剛（園田学園女子大学人間教育学部教授）
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 新藤田ビル

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
獨 協 大 学⎫ ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬ ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫
 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学⎫
 ⎬福 岡 女 学 院 大 学⎭
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学⎫
 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫
 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫
 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫
 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
皇 學 館 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 谷 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫
 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫
 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫
 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
園 田 学 園 女 子 大 学
創 価 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫
 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫
 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順
 ｝は同一学校法人 ）
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